
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 9,126 8,926 8,926 8,926

826 826 826 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

26年度

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

4,300 4,300 4,300 0

（指摘事項等） （対応）

Aの
財源

4,000 3,800

当初予算 8,300

必要額造
成率
100％

4,300

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

8,300 8,100

目標 成果 達成状況
項目

H26末
（見込）

特産花き生
産出荷安定
資金の造成

必要額造
成率
100％

H27

8,100 8,100

3,800 3,800

8,300

27要求 27予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

8,100

合計（A) 8,100 8,100 8,100 0

H28
目標

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27実施内容
（要求）

切花の価格差補給交付金の
ための基金造成

目指す姿

現状
（予算編成

時）

全国で作付けされている主要切花は、気象等による出荷期の前進や遅延のほか、景気や催事の動向によっても相場が大きく変動す
る。
花き生産者は施設化や開花調整技術等を駆使して需要を踏まえた計画生産に取り組んでいるが、不測の事態により市場価格が大幅
に低下した際には、経営を下支えするリスクヘッジが必要である。

県が関与
する理由

気候変動の影響を受けた出荷期の集中による価格下落や不安定な需要の変化等、花き市況の変動リスクに対応するため、花きの市場
価格が低落した場合に生産者に価格差補給金を交付し、花き経営の再生産を支える。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

園芸振興に効果的な施策を展開し、本県花き農業の自律的発展のためには、全県広域での価
格差補填金の円滑な交付が必要であり、県の関与の必要性がある。
第２期長野県食と農業農村振興計画

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 H8 ～

県民との協働による実施： 実施は困難

事業番号 09 04 08 事業改善シート （27年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 特産花き生産出荷安定資金造成事業 担
当
課

部局 農政部

課・室 園芸畜産課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１-３　夢に挑戦する農業

○花き価格低落時の価格差補給金造成（生産者＋出荷団体＋県）　　必要額造成率　100％

8,100 8,100 0

（予算案）

花き（キク、カーネーション、トルコギキョウ、リンドウ、
アルストロメリア）の市場販売価格が低落した際の、
価格差補給交付金を交付のために基金を造成する
（生産者：出荷割り　、出荷団体、県：定額）

合計

H26 H27

補助先（一般財団法人　長野県野菜生産安定基金協会）

（当初）

補助金 8,100 8,100

mailto:enchiku@pref.nagano.lg.jp

